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医療機器整備費の増

事業番号 0513

　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)
事業名 国立更生援護施設運営事業 担当部局庁 社会・援護局障害保健福祉部 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

昭和２３年開始 担当課室 企画課施設管理室 室長　　黒沢正俊

会計区分 一般会計 施策名
Ⅳ-７-１　障害者の生活の場、働く場や地域における支援体制を整備し、障
害者の地域における生活を支援するとともに、自殺対策を推進する

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
障害者自立支援法第８３条（施設の設置等）等

関係する計画、
通知等

障害者基本計画（施設サービスの再構築、福祉用具の研究開発・
普及促進と利用支援、専門職種の養成・確保、国際協力等）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　障害者に対する医療から職業訓練までの一貫した体系の下で総合的なリハビリテーションを提供するとともに、リハビリテーション技術の研究開発、リハビリ
テーション専門職の養成等、その成果を全国に発信、普及することにより、障害者の自立と社会参加の推進に寄与することを目的とする。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）
別紙１のとおり

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

92

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 2,185 2,152 2,070 2,034 2,801

補正予算 △ 101

繰越し等 △ 91 91

2,084 2,153 2,161 2,034 2,801

執行額 2,012 2,093 2,055

執行率（％） 97% 97% 95%

達成度

成果指標 単位 21年度 22年度

％ － －

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

23年度
目標値

（　　年度）
本事業は、障害者の生活機能全体の維持・回復のための
先進的な保健・医療や福祉ｻｰﾋﾞｽの提供、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ技
術・福祉機器の研究開発、人材育成、国際協力等、多岐に
わたる事業を各部門が一体となって実践・研究を展開して
いるものであり、特定の効果や実績を数値で定量的に示す
ことは困難である。

成果実績 － － － － －

－

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

－ 算出根拠 －

本事業は、障害者の生活機能全体の維持・回復のための
先進的な保健・医療や福祉ｻｰﾋﾞｽの提供、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ技
術・福祉機器の研究開発、人材育成、国際協力等、多岐に
わたる事業を各部門が一体となって実践・研究を展開して
いるものであり、特定の効果や実績を数値で定量的に示す
ことは困難である。

活動実績

（当初見込
み）

－
－ － －

25年度要求 主な増減理由

更生援護庁費 1,125

－

－ (　－　) (　－　) (　－　)

単位当たり
コスト

153

諸謝金 190

入所者食糧費

費　目 24年度当初予算

入所者見学等旅費 2

その他 509

職員旅費 30

委員等旅費 25

計 2,034 2,801

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳



平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

会計法等に則り、競争入札を原則として支出先を決定しているが、事
業内容によっては公募を、不落の場合は予決令第99条の2、尐額の
案件については予決令第99条により随意契約としている。

事業所管部局による点検

評 価

センター（各施設含む）の運営に必要な経費に限定している。

項　　　目 評価に関する説明

高次脳機能障害や発達障害等の精神障害者、盲ろう等の重複障害
者に対する評価訓練手法の開発及び普及啓発については、、全国
的にもニーズが高い。また重度の肢体不自由・視覚障害者に対する
リハビリテーション、教育の実施についても障害者の地域移行を目指
す上で、喫急な事業である。

リハビリテーション、教育の実施、評価訓練手法の開発、普及啓発事
業に大いに活用されている。

0528 0576

目
的
・
予
算
の
状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

△
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

－ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

未だ評価訓練手法の開発が行われていない障害分野については国
が施策として実施し、開発された手法は地方自治体等に均等に普及
していくことが必要である。
一方、就労移行支援（養成施設）は、視覚特別支援学校（専攻科）と
同じく「あはき師」養成を目的としており、事業内容が重複している。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・
使
途

△ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

－ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

－ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

－ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

－ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

－ 類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

　新たな障害分野（高次脳機能障害、発達障害、重複障害）に対するニーズは非常に高く、その評価訓練手法の開発及び普及啓発には本省も含め、施策的に事業を実施
していく必要があるが、当センターでは運営委員会において、外部委員の方々からセンターの事業展開についてご意見、ご指導いただき、適切で円滑な施設運営に努めて
いる。
　利用率が低調な事業については、スクラップビルド等の見直しにより予算の効率化を検討する必要があると考えており、平成25年度予算要求に際しては、執行状況を踏
まえ、予算積算の見直し等より効率化を図っており、概算要求に反映している。

　※類似事業名とその所管部局・府省名

予算監視・効率化チームの所見

一
部
改
善

国立更生援護施設運営事業については、毎年度恒常的に不用が生じており、予算と執行の乖離の要因等を精査し、予算を縮減
すべき。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

縮
減

医薬品等購入費、入所施設器材整備費、入所者食糧費、患者食糧費等について、執行実績を踏まえて見直しを行った。

関連する過去のレビューシートの事業番号



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）（単

位：百万円）

厚生労働省 ２，０５５百万円 

国立障害者リハビリテーションセンター ２，０５５百万円 

 医療から職業訓練まで一貫した総合的リハビリテーショ
ンの実践を通じ、リハビリテーション技術の研究開発、専
門職員の養成・研修、各種リハビリテーション情報の全国
的発信及び国際協力を行う。 

 A.  公益等１者、民間８４者、個人２者 
４４８百万円 

 警備、設備管理、診療報酬請求事務業務委託、
事業系廃棄物等の収集運搬処分等の経費 

【一般競争入札・随意契約】 

B.  民間６者 
８９百万円 

 障害者ライフモデルルームの増築、天井走行リフ
ター設置工事等 

【一般競争入札・随意契約】 

C.  １，５１８百万円 

 センターの運営に必要な旅費、備品、消耗品、諸
謝金、賃金等の経費 

【事務費】 

国立障害者リハビリテーションセンターの運営 



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ａ．（株）レパスト Ｃ．（株）メディセオ

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費
利用者・入院患者に対する食事の提供
（調理等）業務

83 物品購入費 医薬品 27

86

86

2783

Ｂ．イズミ・コンストラクション（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

工事費 障害者ライフモデルルーム増築



支出先上位１０者リスト
Ａ．公益等（１者）、民間（８４者）、個人（２者）【一般競争入札・随意契約】

Ｂ．民間（６者）【一般競争入札・随意契約】

Ｃ．事務費

1

6

7

橋電（株）

（株）サイサン

アルフレッサ（株）

4

3

8 三菱商事太陽（株）

医療事務システム用端末等 12

（株）昭和綜合サービス 電話交換及び受付業務

科研費システム 7

11.5

10

1 84.7%

2 66.4%

医療用ガス 12 5

100.0%

（株）スズケン 医薬品等購入（品目毎による単価契約）

99.1%

（株）メディセオ 医薬品等購入（品目毎による単価契約） 27 5 99.1%

医薬品等購入（品目毎による単価契約）

(株)アルファネット 基幹情報システム保守 14

(株)システム・リボリューション 情報システム関連技術支援業務（派遣） 19

（社福）全国盲ろう者協会

1 (株)レパスト 平成23年度食事の提供等業務一式 83

3

8 (株)ヘルス 生体磁気計測システム保守 14

8

6 GEヘルスケア・ジャパン(株)

三和建設（株） 生活訓練棟１階改修工事 0.4

7

7

10

9

随意契約

9 三和建設（株） カーブミラー設置工事 0.04

（株）櫻井工業所 厨房水栓位置替工事 0.02

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

支　出　額
（百万円）

2

20

0.05 随意契約

随意契約

24 5

（株）櫻井工業所 雤水枡漏水に伴う配管引き替え工事

支　出　先

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

第一医科（株） 人工内耳

14

6

2

1

落札率

6

1 100.0%

2 (株)ナックイメージテクノロジー 3次元動作解析システム更新 26

9

1 イズミ・コンストラクション（株）

三和建設（株） 外部通路風よけシート取り付け工事

磁気共鳴断層撮影装置システム保守

3 (株)日本医療事務センター

10 （株）トーショー 処方チェック・薬剤統合支援システム一式交換 5

2 （株）トマト

0.3

5 （株）ヘルス 医療材料購入（カテーテル類）（品目毎による単価契約）

86

19

診療報酬請求等事務業務委託 25

庁舎警備及び設備保全業務

X線コンピュータ断層撮影装置保守 1

天井走行リフター設置工事 1.2 随意契約

11.5

盲ろう者宿泊型訓練モデル事業業務委託 27

5 （株）櫻井工業所 ナースセンター処置室便器取り付け工事 0.3

96.7%

1

91.6%

（株）大興社

1 100.0%

小林電気工事（株） 0.08体育館コンセント増設工事 随意契約

入札者数 落札率

2

3 100.0%

随意契約

随意契約

75.3%

76.8%

96.4%

随意契約

随意契約

98.9%

0.9

落札率

15

1 98.0%

随意契約

93.6%

4

5

2

1

1 59.7%

80.9%

95.3%

3

4

シーメンス・ジャパン(株)

三和建設（株）

障害者ライフモデルルーム増築工事

オペレーター工事

業　務　概　要

1

99.1%5



別紙１

事業概要

①総合的ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医療の提供（治療、診断、機能回復・日常生活訓練と退院後の社会生活に関する助言　指導等）
②ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ技術・福祉機器の研究開発（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ技術・支援ｼｽﾃﾑ・支援技術等の開発、大学との研究協力・国際標準化機構への協力等）
③ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門職員の人材養成（6学科の指導的人材養成及び30の研修会）
④ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに関する情報の収集及び提供
⑤ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに関する国際協力（ＷＨＯへの協力、ＪＩＣＡの開発途上国への技術支援への協力等）
⑥障害福祉ｻｰﾋﾞｽの提供（障害者自立支援法基づく各種サービスとその先駆的・試行的取り組み）
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